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 2020 年 10 月 28 日 

各      位 

会 社 名 アストマックス株式会社 

代表者名 代表取締役社長  本多 弘明 

（JASDAQ スタンダード・コード 7162）    

問合せ先 常務執行役員  小幡 健太郎 

電話   03－5447－8400 

 

2021年３月期第２四半期連結業績速報値と2020年３月期第２四半期連結業績との差異 

に関するお知らせ 

 

2021年３月期第２四半期の連結業績は、2020年10月30日（金）に開示の予定ですが、決算の概要が

まとまりましたので、下記のとおり速報値としてお知らせいたします。なお、速報値につきましては、

現時点で当社が合理的と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績は速報値と異なる可能性が

あります。 

この結果を受け、2021年３月期第２四半期（2020年４月１日～2020年９月30日）と2020年３月期第

２四半期（2019年４月１日～2019年９月30日）の業績に差異が見込まれますのでお知らせいたします。

各セグメントの概要説明は、30日に開示する2021年３月期第２四半期決算短信にてお知らせいたしま

す。 

記 

１． 2021 年３月期第２四半期連結業績速報値と 2020 年３月期第２四半期連結業績との差異 

 単位：百万円 
2020年３月期 
第２四半期 
連結累計期間 

2021年３月期 
第２四半期 
連結累計期間 

増減 
増減率
（％） 

増減の主要因ほか 

営業収益 5,888 3,840 △2,048 △34.8 

①再生可能エネルギー関連事業（△
926） 
②電力取引関連事業（△1,374） 
③アセット・マネジメント事業（+10） 
④ディーリング事業（+219） 
⑤小売事業（+70） 

営業費用 5,931 3,753 △2,177 △36.7 

①再生可能エネルギー関連事業の外注
工事費（△934） 
②電力仕入の減少（△1,272） 
③ディーリング事業の支払手数料（△
58） 
④子会社買収による小売事業の費用増 

営業利益又は 
営業損失（△） 

△43 86 129 -  

経常利益又は 
経常損失（△） 

△7 17 25 - 

①営業利益（+129） 
②売却目的で保有していた太陽光発電
設備の売電収入減少（△50） 
③売却目的で保有していた太陽光発電
設備の減価償却費の減少（+26） 
④持分法による投資損失の増加（△54） 

特別利益 945 - △945 - 
前期は子会社株式一部売却による特別
利益を計上 

特別損失 19 0 △19 △100.0  

税金等調整前 
四半期純利益 

919 17 △901 △98.1  

法人税等合計（※） 321 28 △292 △91.2  

非支配株主に帰属する
四半期純利益 

10 8 △2 △19.3  

親会社株主に帰属する
四半期純利益又は親会
社株主に帰属する四半
期純損失（△） 

587 △19 △606 -  

※「法人税等合計」には、「法人税、住民税及び事業税」と「法人税等調整額」を含みます。 
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２．2021 年３月期第２四半期セグメント別業績速報値 

                        （単位：百万円） 

  
2020年３月期 
第２四半期 
連結累計期間 

2021年３月期 
第２四半期 
連結累計期間 

増減 
増減率
（％） 

再生可能エネルギー関連事業 
営業収益 1,304 375 △928 △71.2 

セグメント損益 104 20 △83 △80.2 

電力取引関連事業 
営業収益 4,285 2,951 △1,333 △31.1 

セグメント損益 25 △3 △28 - 

小売事業 
営業収益 1 72 70 4606.0 

セグメント損益 △31 △87 △56 - 

アセット・マネジメント事業 
営業収益 50 60 10 20.7 

セグメント損益 2 △51 △53 - 

ディーリング事業 
営業収益 189 408 219 115.6 

セグメント損益 △29 184 214 - 

その他（※１） 
営業収益 65 16 △48 △74.0 

セグメント損益 △15 △9 5 - 

調整額 
営業収益 △8 △45 △37 - 

セグメント損益 △63 △35 27 - 

四半期連結財務諸表計上額 
営業収益 5,888 3,840 △2,048 △34.8 

セグメント損益 △7 17 25 - 

※１「その他」は、地方創生事業など、現時点で事業セグメント化されていない事業を示しています。 

※２ セグメント利益又は損失は当第２四半期連結累計期間の経常損益と調整を行っており、連結会社間の内

部取引消去等の調整額が含まれております。 

     

                            以上 


